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発表を促す (図 2 B⃝)。なお，発表時は気づき 1と同
様，進行役が適宜質問や補助，解説を行う。
パターン 2 図 3のパターンは，進行役が「特徴
的なシーン」を指定して (図 3 C⃝)，そこにアノテー
ションしていた学生に気づきの発表を促すもので
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